
 

 

 

 

 

 

 

 
 

足切り図 1 
単純裾切り 

足切り図 2 
縦軸のみ破線 

足切り図 3,  4 
棒全体に破線 

読 売 新 聞 ( 読 売 ) － 2 13 

朝 日 新 聞 ( 朝 日 ) － － － 

毎 日 新 聞 ( 毎 日 ) － 2           1  

日本経済新聞 (日経 ) － 7           1 

産 経 新 聞 ( 産 経 ) 1 3 17 

東 京 新 聞 ( 東 京 ) 2 － 13 

千 葉 日 報 ( 千 葉 ) － － 15   1  

日刊工業新聞(日刊工) － 44 － 

（計） 3 58     61 

(表) 新聞社別「裾切り」棒グラフの紙面掲載数 

※調査期間：1 年間（2024/1/1-12/31） [－]は掲載なし 調査＝織茂聡 

図 1 東京 2024/9/15 単純「足切り」の棒グラフ 

縦軸に 0 点の記載がなく、実際の牛肉生産量の

年度推移『比率』が棒グラフの高さ比（面積比）

として正しく表わされていない 
図 2 日経 2024/5/7 縦軸のみに破線  

棒の途中が省略・削除され変化強調 
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産
経
１
回
、
東
京
で
２
回
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
的
に

は
少
数
使
用
例
と
言
え
る
。
他

紙
で
は
掲
載
が
な
い
。
多
く
の

新
聞
社
で
は
「
単
純
裾
切
り
」

の
棒
グ
ラ
フ
は
「
不
適
切
」
と

判
断
し
て
い
る
よ
う
に
推
定

さ
れ
る
。 

 
 

学
校
教
育
現
場
、
中
学
校
、

高
等
学
校
の
数
学
・
理
科
・
社

会
等
の
教
科
書
に
つ
い
て 

●

棒
グ
ラ
フ
と
し
て
こ
の
形
式

は
使
用
さ
れ
な
い
（
総
務
省
統

計
局
『
な
る
ほ
ど
統
計
学
園
』

担
当
者
） 

と
い
う
こ
と
だ
。
変
化
の
「
強

調
」
と
い
う
よ
り
は
「
誘
導
」

が
懸
念
さ
れ
る
。
読
者
は
注
意

を
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

【特集】 『裾切り棒グラフ』 賛成 or 反対  ～ 新聞紙面の調査公開 ～    織茂聡（J 塾第 22 期） 
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全
棒
に
破
線
入
・
棒
が
表

す
数
量
は
１
種
類 

 

産
経
、
千
葉
の
掲
載
が
多

く
、
読
売
、
東
京
が
続
く
。 

毎

日
と
日
経
で
は
そ
れ
ぞ
れ
年

間
１
回
の
み
で
あ
り
、
朝
日
と

日
刊
工
で
は
掲
載
が
無
い
。 

●

変
化
の
強
調
だ
。
推
移
の
「
比

率
」
に
つ
い
て
は
正
し
く
伝
わ

り
に
く
い
の
は
事
実
だ
が
、
図

版
の
わ
か
り
易
さ
に
重
き
を

お
い
て
い
る
（
東
京
） 

●

比
較
的
一
般
的
な
使
用
例
と

思
う
。
確
か
に
比
率
は
正
し
く

な
い
が
、
逆
転
ま
で
は
し
て
い

な
い
（
読
売
） 

●

強
調
・
判
り
易
さ
の
許
容
範

囲
内
（
日
経
、
読
売
） 

一
方
、
反
対
意
見
と
し
て
、 

●

棒
グ
ラ
フ
は
面
積
で
伝
え
る

も
の
。
省
略
し
て
は
正
し
い
表

記
に
な
ら
な
い
（
朝
日
） 

 

意
見
が
わ
か
れ
る
図
版
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
強
調
の

範
囲
内
な
の
か
、
読
者
に
問
い

た
い
。 

 

読
者
層
に
よ
っ
て
編
集
方
針

を
変
え
る
必
要
性
は
理
解
で
き

る
が
、
新
聞
と
い
う
紙
媒
体
に

は
一
定
の
ル
ー
ル
が
必
要
で
は

な
い
か
と
感
じ
た
。
特
に
全
国

紙
に
つ
い
て
は
、
中
高
生
を
含

む
一
般
読
者
へ
の
配
慮
か
ら
誤

解
を
招
く
足
切
り
棒
グ
ラ
フ
の

使
用
は
控
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。 

 新聞紙面では情報を視覚的に伝える手段として「棒グラフ」が多用されている。ひと目見ただけで全体の推移や傾向が理解できる

優れた図版である。ただし限られた紙面内で効果的に情報を掲載するために、棒グラフの「裾切り（棒の下の部分を削除）」が行わ

れることがある。本稿では、各新聞社の裾足切り棒グラフ掲載数と傾向、編集方針や新聞読者が注意すべき点について検証する。 
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縦
軸
だ
け
に
破
線
が
入

っ
た
棒
グ
ラ
フ 

日
刊
工
（
専
門
紙
）
が
突
出

し
て
多
い
。
同
紙
の
読
者
層
は

主
に
産
業
界
関
係
者
で
あ
る
。

棒
グ
ラ
フ
全
体
で
の
推
移
よ

り
も
、
縦
軸
の
数
値
を
細
か
く

表
示
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
日
刊
工
に
取

材
を
試
み
た
が
、
直
接
取
材
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
他
の
新
聞

社
か
ら
の
見
解
を
参
考
に
し

て
ほ
し
い
。 

●

専
門
紙
で
は
足
切
り
に
惑
わ

さ
れ
る
・
誘
導
さ
れ
る
こ
と
は

少
な
く
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
の

縦
軸
数
値
の
細
さ
が
重
要
な

の
で
は
（
読
売
新
聞
科
学
部
） 

●

グ
ラ
フ
を
確
認
し
て
か
ら
軸

を
見
る
。
グ
ラ
フ
が
伝
え
た
印

象
を
軸
が
裏
切
っ
て
は
い
け

な
い
（
朝
日
新
聞
編
集
局
デ
ザ

イ
ン
部
） 

●

専
門
紙
な
ら
で
は
の
表
現
。

う
ち
で
は
使
わ
な
い
（
東
京
新

聞
社
会
部
科
学
班
） 

 

全
国
紙
・
ブ
ロ
ッ
ク
紙
で
の

使
用
に
は
否
定
的
な
見
解
が

多
く
な
っ
て
い
る
。 
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入
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げ

棒
グ
ラ
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毎
日
を
含
む
す
べ
て
の
新
聞

社
に
お
い
て
「
訂
正
が
必
要
な

不
適
切
図
版
で
は
な
い
が
、
誤

解
を
招
く
可
能
性
・
誘
導
を
疑

わ
れ
る
に
近
い
レ
ベ
ル
」
と
い

う
見
解
で
そ
ろ
っ
た
。 

●

私
な
ら
こ
の
図
版
を
記
事
で

は
使
用
し
な
い
が
、
毎
日
で
は

記
者
が
比
較
的
自
由
に
記
事
を

書
い
て
い
る
と
思
う
（
毎
日
） 

 

編
集
者
の
立
場
と
し
て
、
朝

日
新
聞
編
集
局
デ
ザ
イ
ン
部
の

寺
島
隆
介
次
長
か
ら
は
、 

●

裾
切
り
グ
ラ
フ
表
現
を
求
め

ら
れ
た
時
点
で
、
印
象
操
作
に

繫
が
る
こ
と
を
説
明
し
て
い

る
。
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
場

合
は
折
れ
線
グ
ラ
フ
や
複
数
の

図
に
分
け
る
と
い
っ
た
代
替
案

を
提
示
す
る 

と
の
こ
と
だ
。
実
際
、
朝
日
は
１

年
間
で
裾
切
り
の
掲
載
が
な

く
、
図
版
と
し
て
認
め
て
い
な

い
姿
勢
が
み
う
け
ら
れ
る
。 

 

図 3  読売 2024/2/6 全ての棒に破線 
一目見て「ピーク時から半減」の印象
も 

図 4  毎日 2024/7/25 積上げ棒グラフの全

ての棒に破線 同じ棒に日本人・外国人が

表記され、日本人のみ「裾切り」。外国人

の「比率」が実際以上に増大しているかの

ような誤解を招く可能性、誘導への懸念 

※毎日新聞 Web 記事掲載 

https://mainichi.jp/articles/20240725/

ddm/001/040/155000c 

日本ＮＩＥ学会常任理事:柳澤伸司・立命館大学産業社会学部教授のコメント：生徒に向けた授業で新聞に掲載された棒グラフ

を扱う際には、教員自身がその正しい読み取り方法を理解していない場合もあり、基本的に「裾切り棒グラフ」の使用は避け

るべきだろう。重要な着眼点、メディアへの指摘であり学会で情報共有・検討していくことにも意義があると思う。 

※やなぎさわしんじ。専門は新聞活用の教育、メディア・リテラシー、ジャーナリズムとメディアの諸問題、等 

※ＮＩＥ: Newspaper In Education(教育に新聞を) https://jssnie.jp/ 


